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愛
媛
県
警
の
裏
金
を
告
発
し
た
仙
波
敏
郎
巡
査
部
長
へ
の
不
利
益
取
扱
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
五
年
一
月
、
愛
媛
県
警
鉄
道
警
察
隊
所
属
の
仙
波
敏
郎
巡
査
部
長
は
、
愛
媛
県
警
の
裏
金
を
記
者
会
見
で
告
発
し
た

直
後
に
、
県
警
当
局
の
不
当
な
配
置
転
換
（
以
下
「
配
転
」
と
い
う
）
処
分
を
受
け
た
。
仙
波
巡
査
部
長
は
、
こ
の
配
転
処
分

に
つ
い
て
承
服
で
き
な
い
と
し
て
、
愛
媛
県
人
事
委
員
会
に
不
服
を
申
し
立
て
た
。
同
委
員
会
は
、
「
業
務
の
割
り
付
け
や
処

遇
が
正
常
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
」
「
告
発
会
見
と
の
間
に
強
い
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
（
「
裁
決

書
」
二
〇
〇
六
年
六
月
六
日
）
と
の
判
断
を
示
し
て
、
配
転
処
分
を
取
り
消
す
裁
決
を
下
し
た
。

仙
波
巡
査
部
長
が
県
警
当
局
の
配
転
処
分
に
よ
る
損
害
賠
償
を
国
に
求
め
た
訴
訟
で
松
山
地
裁
は
、
配
置
換
え
に
つ
い
て

「
い
わ
ゆ
る
報
復
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
」
と
し
「
愛
媛
県
警
本
部
長
も
関
与
し
て
行
わ
れ
た
」
（
二
〇
〇
七

年
九
月
十
一
日
）
と
の
判
決
を
示
し
た
。

ま
た
地
裁
判
決
は
、
県
警
が
裏
金
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
と
す
る
、
仙
波
巡
査
部
長
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
「
内
部
告
発
内

容
の
真
実
性
を
安
易
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
た
。

さ
ら
に
、
松
山
地
裁
並
び
に
愛
媛
県
人
事
委
員
会
は
、
仙
波
巡
査
部
長
の
裏
金
を
告
発
し
た
記
者
会
見
が
、
公
益
を
図
る
目

的
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

一



愛
媛
県
人
事
委
員
会
の
裁
決
の
結
果
、
仙
波
巡
査
部
長
は
鉄
道
警
察
隊
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
警
組
織
内
で
は
、
仙
波
巡
査
部
長
に
対
し
て
、
陰
湿
な
嫌
が
ら
せ
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
ま
さ
に
組
織
内
に
お
け
る
公
益
通
報
者
に
対
す
る
重
大
な
不
利
益
取
扱
・
人
権
侵
害
の
行
為
で
あ
り
、
早
急
に
止
め
さ
せ
、

是
正
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
、
裏
金
に
つ
い
て
の
徹
底
解
明
と
と
も
に
関
係
資
料
の
公
開
を
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
に
対
し
て
質
問
す
る
。

一

仙
波
巡
査
部
長
の
不
当
配
転
に
つ
い
て

（
一
）

国
家
公
安
委
員
会
及
び
警
察
庁
は
、
愛
媛
県
人
事
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
、
「
裁
決
は
愛
媛
県
警
察
に
と
っ
て

厳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
」
（
二
〇
〇
六
年
六
月
二
十
七
日
、
答
弁
第
三
二
三
号
）
と
の
見
解

を
示
し
て
い
る
。

「
厳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
伺
い
た
い
。
裁
決
の
内

容
の
特
定
の
箇
所
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
箇
所
を
示
さ
れ
た
い
。

（
二
）

裁
決
は
、
仙
波
巡
査
部
長
の
配
転
が
「
告
発
会
見
の
直
後
に
、
ま
さ
に
告
発
会
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
告
発
会
見
と
の
間
に
強
い
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ

二



る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
裁
決
は
、
配
転
後
の
仙
波
巡
査
部
長
の
勤
務
内
容
に
つ
い
て
も
、
「
業
務
の
量
は
勤
務

時
間
に
比
し
て
著
し
く
少
な
く
、
担
当
の
係
そ
の
も
の
が
恣
意
的
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
本
来
公
務
員
が
分
担
す

る
に
相
応
し
い
内
容
を
備
え
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

裁
決
は
、
仙
波
巡
査
部
長
の
配
転
が
、
裏
金
告
発
の
記
者
会
見
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
愛
媛
県
警
は
、
仙
波
巡
査
部
長
へ
の
配
転
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

愛
媛
県
人
事
委
員
会
裁
決
に
よ
り
、
仙
波
巡
査
部
長
の
配
転
は
取
り
消
さ
れ
現
職
に
復
帰
し
た
が
、
そ
の
際
に

は
、
上
司
か
ら
「
鉄
道
警
察
隊
に
帰
れ
」
と
命
じ
ら
れ
た
だ
け
で
、
謝
罪
は
も
と
よ
り
、
配
転
の
誤
り
、
配
転
の
取

り
消
し
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
説
明
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
事
委
員
会
は
県
警
の
再
審
請
求
を
退
け
、
裁

決
は
す
で
に
確
定
し
て
い
る
。
愛
媛
県
警
は
、
仙
波
巡
査
部
長
に
謝
罪
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
の
明

確
な
答
弁
を
伺
い
た
い
。

二

仙
波
巡
査
部
長
の
処
遇
の
不
利
益
取
扱
に
つ
い
て

（
一
）

愛
媛
県
人
事
委
員
会
の
裁
決
は
「
申
立
人
は
、
告
発
会
見
に
よ
っ
て
捜
査
費
問
題
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

三



す
る
立
場
を
と
る
者
で
あ
り
、
そ
れ
が
公
益
を
図
る
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
少
な
く
と
も
会
見
を
し
た
こ
と
自
体
に
よ
り
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
な
配
慮
を
な
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

裁
決
は
前
記
の
通
り
、
仙
波
巡
査
部
長
の
記
者
会
見
が
公
益
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
警
察
庁

は
、
裁
決
と
同
じ
認
識
な
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、
公
益
目
的
の
記
者
会
見
を
行
っ
た
同
巡
査
部
長
は
当
然
「
公
益

通
報
者
」
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
二
）

仙
波
巡
査
部
長
が
公
益
通
報
者
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
公
益
通
報
者
に
対
し
て
は
、
「
公
益
通
報
を
し
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
公
益
通
報
者
に
対
し
て
、
降
格
、
減
給
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
（
公
益
通
報
者
保
護
法
第
五
条
）
と
不
利
益
取
扱
を
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
国
家
公
務
員
法
、
地
方
公
務
員
法

で
も
、
職
員
の
公
平
取
扱
原
則
を
規
定
し
て
い
る
。

警
察
庁
及
び
愛
媛
県
警
は
、
公
益
通
報
者
た
る
仙
波
巡
査
部
長
へ
の
不
利
益
取
扱
禁
止
義
務
及
び
嫌
が
ら
せ
等
か

ら
保
護
を
図
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
三
）

公
益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
く
公
益
通
報
者
へ
の
不
利
益
取
扱
の
禁
止
は
、
減
給
、
戒
告
等
の
懲
戒
処
分
を
は
じ

四



め
不
利
益
な
配
置
の
変
更
な
ど
、
人
事
上
の
差
別
取
扱
い
の
作
為
又
は
不
作
為
や
昇
給
、
昇
格
な
ど
給
与
上
の
差
別

取
扱
い
の
作
為
又
は
不
作
為
、
さ
ら
に
は
、
仕
事
を
与
え
な
い
、
専
ら
雑
務
に
従
事
さ
せ
就
業
環
境
を
害
す
る
こ
と

や
職
場
内
で
の
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
行
為
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
警
察
庁
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
四
）

仙
波
巡
査
部
長
は
、
現
場
に
復
帰
後
、
同
僚
達
か
ら
「
君
と
話
し
を
し
た
こ
と
が
知
れ
る
と
、
会
話
内
容
を
文
書

に
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
話
し
か
け
な
い
で
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
朝
晩
の
挨
拶
が
無
視
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
異
動
時
期
の
恒
例
の
歓
送
迎
会
が
開
か
れ
る
と
き
は
、
仙
波
巡
査
部
長
が
出
席
で
き
な
い
日
に
行
う
。

外
部
の
講
師
を
招
く
「
教
養
」
へ
の
出
席
を
希
望
し
て
も
拒
否
さ
れ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
十
月
、
広
域
手
配
を
受
け
て
い
た
詐
欺
犯
を
不
審
尋
問
の
う
え
取
り
調
べ
犯
行
を
自
供
さ
せ

た
が
、
所
属
の
鉄
道
警
察
隊
の
実
績
と
せ
ず
に
所
轄
署
の
実
績
と
い
う
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
。
仙
波
巡
査
部
長
の

抗
議
に
よ
っ
て
所
属
の
地
域
課
長
報
賞
と
な
っ
た
が
、
こ
の
顕
彰
は
告
発
記
者
会
見
前
に
同
様
の
指
名
手
配
犯
を
検

挙
し
た
と
き
の
管
区
警
察
局
長
表
彰
と
比
べ
、
著
し
く
劣
る
不
当
な
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
交
通
監
視
カ
メ
ラ
「
Ｎ
シ
ス
テ
ム
」
で
、
仙
波
巡
査
部
長
の
行
動
が
逐
一
監
視
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ

五



る
な
ど
、
人
権
侵
害
の
陰
湿
な
嫌
が
ら
せ
が
組
織
的
、
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
明
ら
か
に
仙
波
巡
査
部
長
に
対
す
る
警
察
に
よ
る
不
利
益
取
扱
で
あ
り
、
公
益
通
報
者
保
護

法
に
反
す
る
行
為
で
は
な
い
の
か
。
調
査
結
果
に
基
づ
き
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
五
）

行
政
機
関
の
内
部
職
員
か
ら
法
令
違
反
等
の
公
益
通
報
を
、
適
切
に
処
理
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
定
め
た

「
国
の
行
政
機
関
の
通
報
処
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
内
部
職
員
等
か
ら
の
通
報
）
」
（
二
〇
〇
五
年
七
月
十
九
日
関
係

省
庁
申
合
せ
）
に
よ
れ
ば
、
「
通
報
者
の
保
護
」
に
つ
い
て
「
通
報
者
に
対
し
、
通
報
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
た
不

利
益
取
扱
い
や
職
場
内
で
嫌
が
ら
せ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
等
を
適
宜
確
認
す
る
な
ど
、
通
報
者
保
護
に
係
る
十
分

な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
」
と
し
て
い
る
。

仙
波
巡
査
部
長
に
つ
い
て
、
現
在
も
、
な
お
陰
湿
な
嫌
が
ら
せ
が
続
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
組
織
と
し
て
通

報
者
保
護
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
適
切
に
実
施
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

（
六
）

「
国
の
行
政
機
関
の
通
報
処
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
内
部
職
員
等
か
ら
の
通
報
）
」
で
は
、
各
行
政
機
関
が
公
益
通

報
を
処
理
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
内
部
規
程
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
警
察
庁
は
内
部
規
程
を
定
め
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
公
表
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
伺

六



い
た
い
。

三

鉄
道
警
察
隊
の
警
乗
手
当
に
つ
い
て

（
一
）

警
察
庁
及
び
愛
媛
県
警
は
、
鉄
道
警
察
官
が
長
距
離
列
車
に
乗
っ
て
警
乗
し
た
際
に
支
払
わ
れ
る
警
乗
手
当
制
度

の
存
在
に
つ
い
て
、
該
当
の
鉄
道
警
察
隊
員
に
周
知
す
る
義
務
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に

周
知
・
徹
底
し
て
き
た
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

警
乗
手
当
の
支
払
い
及
び
受
給
方
法
に
つ
い
て
次
に
伺
い
た
い
。

�

隊
員
の
警
乗
手
当
請
求
か
ら
、
国
費
で
都
道
府
県
警
に
支
給
し
、
隊
員
が
最
終
的
に
受
給
す
る
ま
で
の
仕
組
み

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
隊
員
の
受
給
の
仕
組
み
は
、
全
国
一
律
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
伺
い
た

い
。

�

鉄
道
警
察
隊
発
足
以
降
、
警
乗
手
当
支
払
い
及
び
受
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
変
遷
・
改
変
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
警
察
庁
は
、
都
道
府
県
警
に
警
乗
手
当
の
支
給
及
び
受
給
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
指

示
を
し
た
の
か
、
時
期
と
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

�

愛
媛
県
警
に
お
け
る
隊
員
の
警
乗
手
当
の
請
求
及
び
受
給
方
法
の
変
遷
・
改
変
の
状
況
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に

七



認
識
し
て
い
る
か
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
愛
媛
県
警
は
、
警
乗
手
当
は
、
本
人
名
義
の
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
が
、
本
人
名
義
口

座
へ
の
振
込
み
は
何
年
何
月
か
ら
実
施
し
た
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

�

愛
媛
県
警
で
は
警
乗
手
当
を
代
理
受
領
な
ど
の
方
法
で
受
領
し
て
い
た
こ
と
は
あ
る
か
ど
う
か
、
政
府
は
把
握

し
て
い
る
か
。
あ
れ
ば
そ
の
期
間
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

�

仙
波
巡
査
部
長
が
鉄
道
警
察
隊
に
赴
任
し
た
一
九
九
九
年
二
月
当
時
、
同
人
の
警
乗
手
当
振
込
口
座
を
開
設
し

た
か
。
開
設
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
人
の
申
請
あ
る
い
は
同
意
を
得
て
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
開
設
し

て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
伺
い
た
い
。

（
三
）

警
察
庁
は
愛
媛
県
警
に
対
し
て
、
警
乗
手
当
を
一
九
九
九
年
度
に
は
延
べ
二
百
九
十
四
回
（
支
給
対
象
四
人
）
、

二
〇
〇
〇
年
度
に
は
同
じ
く
二
百
三
十
四
回
（
同
六
人
）
分
を
支
給
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。
警
乗
は
原
則
二
人
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
警
察
が
言
う
よ
う
に
一
人
警
乗
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
二
十
四
時
間
勤
務
に

よ
る
変
則
三
人
三
交
代
制
で
、
こ
れ
だ
け
の
回
数
は
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
警
察
が
主
張
す
る
警
乗
回
数
を
可

能
と
す
る
具
体
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

八



（
四
）

二
〇
〇
五
年
十
月
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
よ
る
愛
媛
県
警
へ
の
現
地
調
査
の
際
、
当
時
の
粟
野
愛
媛
県
警
本
部

長
は
、
鉄
道
警
察
隊
員
に
「
平
等
に
警
乗
さ
せ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
本
部
長
の
言
明
通
り
で
あ
れ
ば
、
仙
波
巡

査
部
長
も
警
乗
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
県
警
は
「
仙
波
巡
査
部
長
は
警
乗
に
消
極
的
で
あ
っ
た
の
で
警
乗

を
命
じ
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
「
仙
波
巡
査
部
長
に
警
乗
を
命
じ
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
県
警
本
部
長
の

「
平
等
に
警
乗
さ
せ
て
い
る
」
と
の
説
明
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

（
五
）

愛
媛
県
警
鉄
道
警
察
隊
で
は
、
県
外
警
乗
を
行
う
警
乗
シ
フ
ト
表
を
二
〇
〇
一
年
度
に
な
っ
て
初
め
て
作
成
し
現

場
に
示
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
シ
フ
ト
表
を
作
成
し
な
か
っ
た
理
由
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
シ
フ
ト
表

を
作
成
し
た
理
由
は
何
で
あ
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。

（
六
）

愛
媛
県
警
は
、
二
〇
〇
一
年
度
以
降
の
鉄
道
警
察
隊
員
の
旅
行
命
令
簿
に
つ
い
て
、
隊
員
の
階
級
欄
、
隊
員
ご
と

の
警
乗
回
数
、
総
警
乗
回
数
が
分
か
る
形
式
で
公
表
し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
九
九
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
旅
行

命
令
簿
は
、
階
級
も
、
警
乗
回
数
も
全
面
黒
塗
り
に
マ
ス
キ
ン
グ
し
た
上
、
旅
行
命
令
簿
の
各
ペ
ー
ジ
は
バ
ラ
バ
ラ

に
組
み
替
え
て
提
出
し
た
。
二
〇
〇
一
年
度
以
降
と
、
一
九
九
九
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
開
示
内
容
に
差
異
を
設

け
て
い
る
理
由
は
何
故
か
。

九



（
七
）

愛
媛
県
警
は
、
一
九
九
九
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
旅
行
命
令
簿
の
全
面
黒
塗
り
の
理
由
を
「
公
共
の
利
益
を
害

し
、
公
務
遂
行
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
」
か
ら
と
し
て
い
る
。
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
一
年
当
時
の
列
車
時
刻
表
に

拠
れ
ば
、
県
外
警
乗
の
対
象
と
な
る
列
車
は
年
間
一
万
五
百
八
十
五
本
あ
り
、
最
多
の
警
乗
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る

二
〇
〇
一
年
度
で
も
警
乗
乗
車
率
は
予
讃
線
で
は
三
・
八
％
、
土
讃
線
を
含
め
れ
ば
、
そ
の
割
合
は
わ
ず
か
二
・
七

％
に
過
ぎ
な
い
。
わ
ず
か
二
〜
三
％
の
乗
車
率
の
警
乗
、
し
か
も
十
年
前
の
資
料
の
公
開
が
、
現
在
及
び
今
後
の
警

乗
の
職
務
に
著
し
い
支
障
を
来
た
す
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

本
件
は
国
費
を
詐
取
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
重
大
な
不
正
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
案
で
あ
る
。
一
九
九

九
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
旅
行
命
令
簿
を
二
〇
〇
一
年
度
以
降
並
み
に
公
開
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

右
質
問
す
る
。

一
〇


